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Abstract

  The purpose of this study is to clarify the improvement of some psychological functions according to 
the self-growth model based on the achievement of challenging tasks during physical education class.  
A total of 21 male and 19 female students who took the badminton practice class participated in this 
study. Four questionnaires were administered before and after the semester: “Perceived Benefits Scale 
of university first-year PE classes (Nishida et al., 2016)”, “Awareness Scale for Physical Education 
(Yamazaki, 2019)”, “Physical Education Scale - Character Strength version (Hashimoto, 2019)”, 
and “Character Strength Scale (Uno, 2014)”. Positive character strength, referring to human strength 
and its value, has been one of the most important research subjects in positive psychology. In this 
study, character strength is regarded as an outcome of physical education. As part of the intervention 
method, goal-setting techniques and positive psychology interventions were used. Results showed 
that significant enhancements in four psychological functions were found by the end of the semester. 
In addition, positive class evaluation (benefits of class setting notebook and evaluation of goal-setting 
class) and self-evaluation (technical improvement and psychological self-growth) were recognized.  
Further more, categories corresponding to positive virtues such as gratitude, courage, perseverance, 
enthusiasm, teamwork, and prudence were extracted by the content analysis of free descriptions about 
psychological self-growth after taking physical education classes, 
  The above results of qualitative and quantitative data analysis suggest that “Challenging task 
achievement type physical education class” is effective in promoting self-growth.
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目　的

1.　教養教育としての大学体育

　1991（平成 3）年の大学設置基準の大綱化によって , 教養教育の必修科目であった大学体
育は多くの大学で選択化を余儀なくされた . 梶田ら（2018）の大学体育に関する全国悉皆
調査報告によると, 全国の 97.7% の大学で大学体育は開講されているものの , 必修科目と
して開講している大学は 28.8% に過ぎず, 一部の学部・学科のみ必修科目として設置してい
る大学でも 40.8% であり, ここ 30 年間で大学体育の存在意義は相当に低下しているといえ
る . 加えて国立大学では , 教養部に属していた体育教員は教育学部に配置転換となり, さ
らに 2004（平成 16）年の独立行政法人化以降は教育学部の改組に伴い , 体育教員の人員削
減が進んでいる . このように大学体育を取り巻く環境は大きく変化しており, 危機的状況に
あるといわざるを得ない .
　しかしその一方で , 日本学術会議（2010）の「日本の展望－学術からの提言 2010-21 世紀
の教養と教養教育－」のなかでは , 保健体育科目の重要性について , つぎのように述べら
れている .
　① �心身の健康維持や選択した種目の活動を通じての技量形成・仲間づくりに加えて , 保

健体育の意義 , 身体の理（ことわり）と自然や生活様式などとの関係についての理解
を深める .

　② �芸術関連の活動とともに , 非言語的な（nonverbal） 表現能力・コミュニケーション能
力の形成という点でも重要である .

　③ �保健体育や芸術は情念・情意や感性と言われるものをはじめ , 知性に収まりきらない
人間性の深所を抉り出し , それを表出・表現する活動である .

　④ �体育や芸術の活動における自己表出・自己表現の作用は自己発見や自己との出会いの
契機として , また , 体育・スポーツにおける集団活動や芸術鑑賞は他者との共感・連
帯・対話の契機として , 豊かな人間性・市民性を培う .

　⑤ �日常生活においても , 表情・身振りや振る舞い方などの非言語的要素が対話や人間関
係や集団的活動の場を豊かにする .

　加えて , 「そうした多様な意義を持つものとして , 保健体育科目を豊かなものにしていく
ことも重要である. 」と（松田ら, 2010）.
　このように , 日本学術会議（2010）では , 大学体育の多様な価値を認め , 充実させてい
くことを提言しているのである . よって , われわれ体育教員は今一度大学体育の教育成果
に目を向け, 教養教育としての立ち位置を確立するために , 授業研究をとおして大学当局
や社会に対して説得できるエビデンスを蓄積するべきと考える . 選択科目になると , 運動・
スポーツを愛好する者が主に履修し , 低体力の学生 , 運動技能の低い学生 , コミュニケー
ション能力の低い学生 , 虚弱な学生など , 本来運動・スポーツを必要とする者が履修しな
くなることになる. また , 大学入学後 , 多くの学生が運動部活動やスポーツサークルに所
属しない（橋本ら, 2009）ことを考えると , 学生たちは大学での運動・スポーツに参加する
機会を失うことになる. よって , 大学体育の選択化は学生の健康・体力の保持・増進の観点
からも問題である .
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　大学体育における実技は運動やスポーツ種目を教材として, 運動技能習得 , 健康・体力づ
くり, スポーツに親しむ態度などを教育目標として掲げる大学は多いが , 心理的な自己成長
を促すことも可能と考えられる. つまり, 前述したように , 日本学術会議（2010）が提言
する「豊かな人間性・市民性を培う」という人間形成や人格形成にかかわる教育成果である
が, 残念ながらこれらの心理的な自己成長に関する研究やエビデンスは皆無である .

2.　授業づくりの三元論的・相互干渉モデルと「挑戦的課題達成型体育授業」

　大学体育で心理的な自己成長を促すには , ただ単に運動・スポーツ活動を行うだけでは教
育成果は得られないかもしれない . そこにはより効果的な教育成果を生み出す仕掛けが必
要で , 本研究では根上（2012）が提示する三元論的・相互干渉モデルに準拠して授業プロ
グラムを構成することとした . 根上（2012）は楽しい体育論の延長線上にある学生にとって
の「魅力ある授業」と教師にとっての「価値ある授業」についてそれぞれの限界を指摘する
とともに , その限界を止揚するための「第三の対立軸」として「冒険・挑戦」を取りあげ ,
体育授業プログラムづくりのための , 「魅力」「価値」「冒険・挑戦」の 3 つの次元からなる
三元論的・相互干渉モデルを提示している（図 1）. このモデルは自己発見 , 自己成長を促
す体育授業実践のために構築されたものである .
　しかし, 「冒険・挑戦」を含むリスキーな課題は海や山における野外活動のアドベン
チャープログラムでは設定しやすいが , 学内で行われる体育授業では高いリスクを伴う
授業はまずできない . そこで , 考えたのが「体育授業において挑戦的な目標を自己設定
し, その課題を達成する授業」であり, 本稿ではこの授業を「挑戦的課題達成型体育授
業」と称す. 人は要求される課題
に挑戦し, それを達成する努力の
過程においてさまざまな心身のス
キルは向上するとともに, 新たな
自己発見や気づきがあり, 成長し
ていくものと推察される. よっ
て, 「挑戦的課題達成型体育授業」
では, 心理的機能も高められ人間
的な成長が促される可能性が考え
られる .

3.　自己成長指標としてのポジティブな徳性

　近年 , 諸機関から社会人に必要な力を身につけさせ , 人間力をつけることが大学に求め
られている . そこで , 人間の強み・長所（character strength）を意味するポジティブな徳性
に焦点を当て , 大学体育でこのポジティブな徳性を高めることはできないかと考えた . ポ
ジティブな徳性の用語については , ポジティブな特性（島井, 2006）もあるが , 上位概念が
美徳であり , character strength は徳目とも考えられているので , 本研究ではポジティブな徳
性（ピータソン /宇野, 2012）のほうを用いることとする .
　ポジティブな徳性とは, 21 世紀に入って台頭してきたポジティブ心理学における中心的な

図 1.　体育授業の三元論的相互干渉モデル（根上 , 2012）
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研究課題の 1 つであり, 人間の強み・長所・価値を指し, 6 つの美徳領域（勇気 , 正義 , 超
越性 , 節度 , 人間性と愛 , 知恵と知識）とそのもとに, 24 個の徳性がある . 「勇気」は勇
敢さ, 忍耐力 , 誠実さ, 熱意からなり, 「正義」はチームワーク, 公平さ , リーダーシッ
プからなる . 「超越性」は審美心 , 感謝 , 希望 , ユーモア , 精神性からなり , 「節度」は
自制心 , 慎重さ , 謙虚さ, 寛大さから構成されている . 「人間性と愛」は親切心 , 愛情 ,
社会的知性からなり, 「知識と知恵」は好奇心 , 向学心 , 判断力 , 創造性 , 大局観からな
る . 強み・長所としてのポジティブな徳性とは , このような概念からなる心理的機能であ
る . 人間的な成長を測定する指標として , 自己効力感 , コミュニケーションスキル , 社会
的スキル, 自尊感情 , 自己概念なども考えられる . しかし , これらの心理社会的な機能は
人間性の一部分を言い表しているものであり, 全体像を示しているわけではない . その点 ,
ポジティブな徳性は哲学 , 心理学 , 宗教学などで , 人間にとって共通して主張されている
人間の価値に基づく強み・長所（徳目）を抽出したものである（島井, 2011）.
　このポジティブな徳性に関しては , 戦後 GHQ（General Headquarters）がわが国の教育改
革を推し進める際 , 体育教育にかかわる内容のなかで指摘されているものとほぼ一致して
いる. 1947 年の「体育文化の報道会議－体育・スポーツの民主化理念の内容を明確化－」の
なかで , 体育の目的は身体適性の発達 , 心理的健康と能力 , 社会的性格の育成とし , 体育
の方法として, 「人々を社会的に適合させ , さらに集団や地域に受け入れさせるようにす
る . たとえば , 身体的勇気 , 忍耐 , 自信 , 自己支配 , 自己訓練 , イニシアティブ , リー
ダーシップ , 道徳的勇気 , 正直さなどの個性を方向づけること」と述べられている（松田
ら, 2010）が , これらの個性はまさにポジティブな徳性の強みの内容を言い表しているので
ある . よって本稿では , ポジティブな徳性を心理的な自己成長の指標とし , 大学体育教育
の目的に据えることとする .

4.　体育授業による自己成長としての心理的機能への教育成果

　橋本（2012a）は大学体育の効果研究をレビューし, 身体的 , 精神的・心理的 , 社会的な
効果と生活習慣の改善効果がみられることを明らかにしている . これらの効果がなぜ体育授
業で獲得されるのか , そのメカニズムを明らかにした研究は少ないが , 心理的機能に関す
る効果に関しては , 近年仮説モデルを設定し検討が進められている . 体育授業における ,
メンタルヘルスは社会的スキルを媒介すること（橋本, 2012b）, ライフスキルの獲得はメン
タルヘルスが媒介となること（島本・石井, 2009）, 学校適応感は自己調整方略が体育適応感
を介して向上すること（須崎・杉山, 2015）, 体育に対する好意的態度は動機づけ雰囲気が目
標志向性を介して影響すること（中須賀ら, 2014）, 向社会的行動の獲得は社会的スキルを介
すること（内田・橋本, 2016）, などが明らかにされている . 確かにこれらの因果モデルは
大学体育の効果のメカニズムを説明しているかもしれないが , 人間的な自己成長に迫る教育
効果のメカニズムを明らかにしているわけではない .
　そこで , 橋本ら（2019）は「挑戦的課題達成型体育授業」に伴う主観的恩恵が新たな気づ
きを促し , 体育授業に特化した個々人の強み・長所としてのポジティブな徳性（以下 , 体
育的ポジティブ徳性と称す）を高めるという , 大学体育による自己成長モデルを提示してい
る . 媒介変数としての気づきは自己や他者などに対する新たな発見であり, ここではささや
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かな自己成長として位置づけられているが , 体育授業で獲得される主観的恩恵は新たな発見
や気づきを促すと考えられる. また , 川口（2016）が気づきから行動に移るまでに , 情報
処理→気づき→自覚→自信→行動という成長プロセスを提示しているように , 気づきは行動
に繋がるもので, 自己成長の初期の段階と考えられる. このささやかな気づきが体育授業特
有の強み・長所の向上を促すという仮説的自己成長モデルである.
　このモデルはすでに, 山﨑（2019）によってスポーツ種目教材型体育授業と健康科学演習
型授業を用いて検証されている. また , 体育的ポジティブな徳性に及ぼす影響はスポーツ種
目教材型体育授業のほうが大きいことを明らかにしている.
　そこで本研究では, 「体育的ポジティブ徳性」は「一般的ポジティブ徳性」（ピーターソ
ン, 2012）に影響すると考え, この変数を追加した新たな大学体育授業による心理的機能向
上の仮説的な自己成長モデルを設定し（図 2）, 体育授業の主観的恩恵 , 気づき, 体育的ポ
ジティブ徳性 , 一般的ポジティブ徳性の心理的機能の位置づけを明確にしたうえで, 挑戦的
課題達成型のバドミントン授業による体育教育の成果を明らかにすることを目的とした .

図 2.　大学体育授業による心理的機能向上の仮説的自己成長モデル

方　法

1.　対象

　2019 年度前期のバドミントンの実技授業を受講した男女学生 40 名（男子 21 名 ,  女子 19

名）を分析の対象とした . 対象者の 87.5% が中高時代に運動部を経験しており, 運動行動
変容ステージの前期ステージ（前熟考期と熟考期：運動・スポーツをしていない段階）は
60.0% を占めていた . また , 受講者内でのバドミントンの技術水準を 68.4% の者が「やや・
非常に高い」と自己評価していた . これらのことから対象者はまだ入学当初であり, 運動・
スポーツをあまり行っていないが , 運動スポーツを愛好し , 運動スキルに長けた者が多い
といえる .

2.　調査時期

　調査時期は 2019 年 4 月-7 月である . 学期前調査は 1 時限目の履修ガイダンス時と 2 時限
目（「一般的ポジティブ徳性」の調査のみ）の 2 回に分けて行われ , 学期後調査は 14 時限
目（「一般的ポジティブ徳性」の調査のみ）と 15 時限目に実施された .
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3.　調査方法

　調査は授業担当教員によって行われ , 実施にあたって調査の趣旨を説明し , 十分理解
させたうえで調査協力を依頼した. 調査票は授業記録ノート（「挑戦的課題達成型体育授
業」の冊子）に掲載されているので記名方式になるが , 成績には何ら関係しないことを伝え
た. また , 調査した体育授業版の主観的恩恵 , 気づき , 体育的ポジティブ徳性 , および一
般的ポジティブ徳性の 4 尺度については , 調査終了後 , 学生自身で各尺度得点を算出し ,
心理的機能のレベルを自己評価させた. 学期終了後の 2 回目の調査では一般的ポジティブ徳
性は授業内で実施したが , その他の調査は授業ノート（冊子）を持ち帰らせ , ゲームの結
果の整理と授業感想を記載し , 冊子を提出させた .

4.　授業内容と「挑戦的課題達成型体育授業」記録ノート

　バドミントン授業のカリキュラムを表 1 に示した . 1 時限目は履修ガイダンスで , 本授業
の主旨とカリキュラム , および授業用として作成した冊子の用い方を説明し , 学期前調査
を行った . 2 時限目の一般的ポジティブ尺度得点から各人の強み・長所を 5 つ抽出させ , 自
己認識させた .
　カリキュラムは毎週 1 つの技術を指導していく形で進めたが , できるだけ早めにバドミン
トンの楽しさを味合わせるため , ハーフコートを用いて 15-20 分間くらいの前後の揺さぶ
りゲーム（7 ポイント up-down ゲーム , 勝者は 1 つハーフコートを上がり , 敗者は下がる）
を取り入れ , さらには毎時間 1 分間ラリーの測定を行い , 目標設定と達成への動機づけと
した . なお , 人間関係を広げるために , くじ引きや遊びゲームを用いて毎時間練習相手を
決定し , 授業内でも変更した .
　本授業は予習型授業を踏襲しており, 次週の課題に関し , ホームワークとして A4 版 1 枚
のレポート提出を課し , 互いに調べてきた課題内容を授業のなかで情報的サポートとして用
いた . なお , レポートは 5 点満点で評価した .

表1　バドミントン授業のカリキュラム

時限 課　題
ハーフコート
ゲーム20分

ラリー
測定

予習
レポート

1 履修ガイダンス

2 グリップ＆ドライブ HW1
3 クリア 〇 〇 HW2
4 スマッシュ 〇 〇 HW3
5 ドロップショット 〇 〇 HW4
6 ヘアピン 〇 〇 HW5
7 サービス 〇 〇 HW6
8 バックハンド 〇 〇 HW7
9 オーバーヘッドストローク 〇 〇 HW8

10 プッシュ 〇 〇 HW9
11 ダブルス・シングルスルール

12 ダブルスゲーム（ランダム） 〇

13 ダブルスゲーム（アップダウン） 〇

14 ダブルスゲーム（都会対田舎） 〇

15 ダブルスゲーム（トーナメント） 〇

　
注I：〇印は実施、HWはホームワーク課題

表 1.　バドミントン授業のカリキュラム
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　本授業では , 「挑戦的課題達成型体育授業」記録ノート（19 ページの冊子）を作成し, 受
講生全員に配布した . 冊子は顔写真付きのマインドマップによる自己分析 , 目標設定法の
説明 , 学期前・後のアンケート調査票 , 授業記録カード（授業前の挑戦的な目標設定の内
容の記載欄 , 1 分間ラリー記入欄 , 授業後の振り返りとしての自己挑戦の成果と気づき記載
欄 , 満足度記入欄）, うまくいったこと日誌 , 試合成績表 , そして授業のまとめと感想欄か
ら構成された . 授業はすべてこの冊子を用いて行われ , 毎回チェックして次週の授業前に
返却し, 目標設定と達成の振り返りを行わせた .

5.　測定尺度

 1）主観的恩恵
　体育授業の恩恵を測定するため, 西田ら（2016）が作成した「初年次体育授業主観的恩恵
評価尺度」を用いた . 本尺度は「運動スキル・練習方法の習得（6 項目）」「協同プレーの価
値理解とコミュニケーション能力の向上（6 項目）」「ストレス対処とポジティブ感情の喚起

（4 項目）」「体力・身体活動の増強（6 項目）」「規則的な生活習慣の確立（3 項目）」の 5 因
子 25 項目から構成されている. 回答カテゴリーは「まったく当てはまらない（1 点）」から

「非常に当てはまる（7 点）」の 7 件法で回答を求めた . 尺度の信頼性と妥当性は確認され
ている（西田ら, 2016）が , 本研究での尺度全体の信頼性係数は学期前で α=.965, 学期後で
α=.956 であり, ともに高値を示し, 3 か月間の相関も r =.431（p<.01）の有意な中等度の相
関係数が得られ , 尺度の信頼性と安定性は確認された .
 2）気づき
　体育授業に伴う気づきを測定するため , 山㟢（2019）が作成した,「他者交流への気づき」

「自己への気づき」「ポジティブ感情への気づき」の 3 因子 12 項目（各下位尺度 4 項目）か
らなる「体育授業版気づき尺度」を用いた．回答カテゴリーは「全然なかった（1 点）」か
ら「大いにあった（4 点）」の 4 件法で回答を求めた．なお, 本研究における全体の尺度の
信頼性係数は , 学期前で α=.897, 学期後で α=.832 であり, ともに高値を示し, 3 か月間の
相関も r =.452（p<.01）の有意な中等度の相関係数が得られ , 尺度の信頼性と安定性は確認
された .
 3）体育的ポジティブ徳性
　体育授業による体育授業に特化したポジティブな徳性を測定するため , 橋本ら（2019）が
作成した , 美徳の 6 領域（勇気 , 正義 , 人間性と愛 , 節度 , 超越性 , 知識と知恵）を含む
24 項目からなる「体育授業版ポジティブ徳性尺度」を用いた . 回答カテゴリーは「まった
く当てはまらない（1 点）」から「非常に当てはまる（5 点）」の 5 件法で回答を求めた . な
お, 尺度全体の信頼性係数は , 学期前で α=.939, 学期後で α=.915 であり, ともに高値を示
し, 3 か月間の相関も r =.681（p<.01）の有意な中等度のやや高い相関係数が得られ , 尺度
の信頼性と安定性は確認された .
 4）一般的ポジティブ徳性
　すでに翻訳され公表されているポジティブ徳性尺度項目の簡易版（強み尺度 , 48 項目）を
用いた（セリグマン / 宇野, 2014）. これはポジティブな徳性の 24 個の概念（各概念 2 項
目ずつ）からなっている . 回答カテゴリーは「まったくあてはまらない（1 点）」から「と
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てもあてはまる（5 点）」の 5 件法である . なお , 尺度全体の信頼性係数は , 学期前で
α=.775, 学期後で α=.900 であり, ともに高値を示し, 3 か月間の相関も r =.841（p<. 01）の
有意に高い相関係数が得られ , 尺度の信頼性と安定性は確認された .
　ところで , 体育的ポジティブ徳性と一般的ポジティブ徳性の尺度の下位尺度については ,
「勇気」「正義」「節度」「超越性」「人間性と愛」「知識と知恵」の美徳の領域に沿って下位尺
度得点を算出した .
 5）授業評価と自己成長評価
　授業に対する評価として , 目標設定の授業に対する評価（5 段階）と授業記録ノートの有
益性（5 段階）で調べ , 個々人の自己成長評価としてバドミントンの技術の向上（4 段階）
と心理的成長の有無の観点から調べた .
 6）心理的成長の自由記述
　「挑戦的課題達成型体育授業」をとおして , どのような心理的成長がみられるのかを調べ
るため , 自由記述で記載させた .

6.　介入法

　授業の効果を高めるために , 介入法として目標設定法とポジティブ心理学介入が用いられ
た . これらの介入法は , 前述した「挑戦的課題達成型体育授業」ノートに記載されており ,
この冊子を用いて介入が行われた .
 1）目標設定法
　目標設定法としては, SMART を指導した . SMART とは, 効果的な目標設定の仕方の
留意事項を示すもので, Specific（具体的）, Measurable（測定可能な）, Achievable（達成
可能な）, Realistic（現実的）, Time bound（期限付き）の英語の頭文字からなるものである
（Doran , 1981）. これらを意識して挑戦的かつ具体的な目標を設定させ , それを達成するこ
とに努めるように指導した .
 2）ポジティブ心理学介入
　ポジティブ心理学では , ウェルビーイングを向上させるために , うまくいったことや感
謝などをモニタリングするさまざまなエクササイズが考案されている（セリグマン / 宇野,  
2014）. これらはポジティブ心理学介入といわれているが , 本研究ではそのうち「うまく
いったこと」と「強みの活用」のエクササイズを用いた .
　「うまくいったこと」エクササイズは , 授業終了後にうまくいったことを 3 つ挙げさせ ,
なぜうまくいったのか , その理由を書かせ , 自己分析するものである . また,「強みの活用」
エクササイズは , 一般的ポジティブ徳性尺度による強み・長所を 5 つ抽出し , その強み・
長所を授業のなかで活用するものであり, 挑戦的課題の目標設定の内容としても用いた .

7.　統計処理

　統計処理には , 統計プログラムパッケージの IBM SPSS 25.0 を用いた . 個人的属性（運
動スポーツ関連要因）と授業評価および自己成長に関する項目における反応カテゴリーに占
める割合（出現率）は χ2 検定を用いて検討した. 4 つの心理的変数（主観的恩恵 , 気づき ,  
体育的ポジティブ徳性 , 一般的ポジティブ徳性）における授業効果を調べるため , 各尺度
の合計得点および下位尺度得点に対し , 性と時期（学期前・後）を要因とする繰り返しのあ
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る二要因分散分析を用いた . なお , 自由記述の心理的成長の内容に関しては KJ 法を用いて
内容分析を行った .

結　果

1.　心理的機能の変化

　学期前・後の主観的恩恵 , 気づき, 体育的ポジティブ徳性 , 一般的ポジティブ徳性の 4

尺度の合計得点および下位尺度得点の平均値を表 2 と図 3 に示した .

有意差検定

交互作用

M ŞD M ŞD M ŞD M ŞD 時間 性

運動スキル習得 28.8 9.30 31.6 4.75 33.9 6.99 34.4 4.87 9.526**

協同プレー価値 31.6 8.40 34.9 3.87 36.4 5.57 37.8 4.64 13.163**

ストレス対処 19.9 6.62 21.9 4.08 23.6 3.72 23.3 5.50 8.744**

体力・身体活動 29.1 8.56 30.2 4.95 32.6 6.27 32.8 5.71 8.244**

規則的生活習慣 13.5 3.94 15.0 2.47 15.2 4.19 14.8 4.36

主観的恩恵合計 122.9 33.48 133.6 14.71 141.7 23.54 143.1 21.25 11.687**

他者交流 12.9 2.71 14.2 1.01 14.3 1.62 14.2 1.75 3.956△ 4.562*

自己 12.8 2.60 13.9 1.39 14.6 1.47 14.7 1.33 16.130**

ポジティブ感情 12.3 3.01 13.3 2.19 13.8 1.66 14.1 1.56 16.434**

気づき合計 38.0 7.40 41.4 3.73 42.7 4.36 43.1 4.16 4.053△ 17.176**

勇気 14.0 3.04 14.6 2.19 15.8 2.42 16.5 2.25 29.915**

正義 10.8 2.74 10.9 1.51 12.3 1.56 11.6 1.61 14.421**

超越性 22.5 4.24 24.2 2.59 25.6 3.15 25.8 2.23 2.955△ 29.491**

節度 10.7 2.55 11.3 1.42 12.9 1.56 12.2 1.13 5.449* 32.276**

人間性と愛 7.7 1.49 8.5 1.22 9.0 1.14 8.8 0.96 7.468** 24.285**

知識と知恵 22.3 4.64 22.5 2.82 25.5 4.04 24.9 3.14 31.741**

体育的CS合計 87.9 17.08 91.9 8.94 101.1 11.70 99.8 9.16 2.947△ 44.985**

勇気 24.0 6.25 25.8 3.10 25.7 7.25 25.9 3.62

正義 17.4 4.89 18.3 2.90 19.2 5.51 18.6 2.87 3.983△ 9.096**

超越性 35.7 9.50 40.9 5.31 39.3 11.45 43.8 5.98 11.226** 3.739△

節度 18.0 5.36 19.1 3.26 20.3 5.98 21.1 3.53 7.900**

人間性と愛 12.4 3.51 13.9 1.65 13.0 4.32 14.3 1.97

知識と知恵 36.2 10.03 39.8 4.30 40.4 11.62 41.5 5.91 10.926**

一般的CS合計 143.7 35.79 157.8 13.74 157.8 42.77 165.2 19.75 13.980**
△ p<.10, * p<.01, ** p<.01

　表2. 学期前後における主観的恩恵、気づき、体育的/一般的ポジティブ徳性の平均値と有意差検定の結果

注）　CS (character stlength)：　ポジティブな徳性

女　子

事　前 事　後

主効果

n=21 n=19 n=21 n=19
男　子 女　子 男　子

表 2.　学期前後における主観的恩恵 , 気づき , 体育的 /一般的ポジティブ徳性の平均値と
有意差検定の結果
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図 3.　4 つの心理的変数における学期前後の変化

ここの黄色でハイライトした数値で作図をしたいのですが、よろしく。

X軸が事前、事後、Y軸がM値、線が性別となります。

恩恵前
合計

気づき
前合計

CS前合
計

一般CS
前合計

M ŞD M ŞD M ŞD M ŞD

学期前 学期後 学期前 学期後 学期前 学期後 学期前 学期後 学期前 学期後 学期前 学期後 学期前 学期後 学期前 学期後

M 122.9 141.7 30.66 23.12 38.0 42.7 7.13 4.22 87.9 101.1 15.48 11.54 143.7 157.8 14.39 23.44

M 133.6 143.1 14.71 21.25 41.4 43.1 3.73 3.98 91.9 99.8 8.94 9.16 157.8 165.2 13.74 19.75

図4.　4つの心理的変数の変化
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　各尺度の合計得点および下位尺度得点に対し , 性と時期を要因とする繰り返しのある二要
因分散分析を行った .
　その結果 , 主観的恩恵尺度の合計得点では , 交互作用は有意ではなく , 時期の主効果
のみが有意であり［F（1, 38）= 11.687,  p<.01］, 男女とも学期後に顕著な増加を示した（図
3）. 下位尺度をみると , 「規則的な生活習慣の確立」を除く「運動スキル・練習方法の習得」
「協同プレーの価値理解とコミュニケーション能力」「ストレス対処とポジティブ感情の喚
起」「体力・身体活動の増強」のすべての下位尺度において男女とも学期後に有意な増加がみ
られた .
　気づき尺度の合計得点では , 時期の主効果のみが有意であり［F（1, 38）=17.176, p<.01］,
男女とも学期後に顕著な増加がみられた . なお , 他者交流 , 自己 , ポジティブ感情への気
づきの下位尺度はすべて性別に関係なく学期後に有意な増加を示した .
　体育的ポジティブ徳性尺度の合計得点では , 時期の主効果のみが有意であり［F（1, 38）
= 44.985, p<.01］, 男女とも学期後に顕著な増加を示した . 下位尺度では , 「勇気」「正義」

「超越性」「知識と知恵」の下位尺度において交互作用は有意でなく学期後に増加がみられた
が , 「節度」と「人間性と愛」では交互作用が有意であった . そこで , 男女別に対応のあ
る分散分析を施したところ, 「節度」では男女とも有意に増加していた（p<.01）が , 「人間
性と愛」では男子のみ有意な増加であり（p<.01）, 女子は有意傾向の増加であった（p<.10）.
　一般的ポジティブ徳性尺度の合計得点では , 時期の主効果のみ有意であり（F（1, 38） = 
13.980, p<.01）, 男女とも学期後に顕著な増加を示した . 下位尺度の「勇気」と「人間性と
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表 3.　授業評価と自己成長評価表2.　授業評価と自己成長評価

1. 全く良くない 2. あまり 3. どちらとも 4. やや良い 5. 非常に良い
目標設定の評価 n 0 0 0 16 22

% 0.0% 0.0% 0.0% 42.1% 57.9%
1. 役立たなかった 2. あまり 3. どちらとも 4. 少し 5. 非常に役立った

記録カードの有益性 n 0 1 1 18 18
% 0.0% 2.6% 2.6% 47.4% 47.4%

1. 変わらない 2. 少し向上 3. かなり向上 4. 非常に向上
技術向上 n 1 9 18 10

% 2.6% 23.7% 47.4% 26.3%
1. 全くなかった 2. あまり 3. どちらとも 4. ややあった 5. 非常にあった

心理的成長の有無 n 0 0 9 12 17
% 0.0% 0.0% 23.7% 31.6% 44.7%

　  n=38

愛」においては変化がみられなかったが , その他の「正義」「超越性」「節度」「知識と知恵」
は学期後に有意な増加を示した .

2.　授業評価と自己成長評価

　本授業に対する評価を目標設定の授業に対する評価と授業記録ノートの有益性（役立つ）
で調べ , 個々人の自己成長評価をバドミントンの技術の向上と心理的成長の有無の観点から
調べ , 結果を表 3 に示した .
　毎時間 , 挑戦的な目標設定をした授業は「（やや・非常に）良かった」と全員が肯定的に
回答し , 否定的な回答は皆無であった . また , 授業記録カードが「（少し , 非常に）役立っ
た」と回答した者は 94.8% であり, ほぼ全員が肯定的な回答であった . 個々人の自己成長
評価では , バドミントンの技術が「（少し , かなり , 非常に）向上した」と回答した者は
ほぼ全員の 97.4% であった . また , 心理的成長が「（やや , 非常に）あった」と肯定的な
回答をした者は 76.3% であった .

3.　心理的自己成長の自由記述

　「挑戦的課題達成型のバドミントンの授業を受講して , 心理的な側面で自己成長はあり
ましたか . 」という設問に対し, 自由記述で書いてもらい, KJ 法を用いて内容分析を行っ
た . 結果を表 4 に示した .
　29 名の学生から 38 項目の内容が記述されていた . 小カテゴリーとして 16 個の概念が抽
出され , それらはさらに , 「感謝」「勇気」「忍耐力」「熱意」「チームワーク」「慎重さ」「強
み・長所の理解と活用」「価値志向」「自己効力感」「目標設定と技術向上」の 10 個の中カテ
ゴリーの概念に分類された . また , 大カテゴリーとしては「ポジティブな徳性」「その他の
心理的機能」「運動技能的側面」の 3 つに分類できたが , ほとんどがポジティブな徳性に関

（11）

（89）― 89 ―



― 90 ―（90） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 26 巻　第 1 号（通巻 49 号）

連するものであった . なお , 目標設定と技術向上に関する「運動技能的側面」は自己成長
のひとつではあるが , 心理的な自己成長とはいえないものであった .

大カテゴリー 小カテゴリー 小カテゴリー 記述内容

感謝の気持ちをきちんと言葉にできるようになった

プレイをするうえで相手にちゃんと感謝を伝えることができたから

恐れのない楽しみ
自分より技術面において格上の人と試合をする際に「恐れ」よりも「楽しみ」が
出てきた点

恐怖心の低減 早いシャトルをあまり恐がることがなくなった

メンタルの鍛錬 メンタルが鍛えられた感じがした

忍耐力の強化 粘り強くなった

あきらめずにどうすればよいか分析する力が身に付いた点

最後まであきらめずにプレーをして

負けたくないと思うようになり、

全力で取り組むことが習慣づいた

ポジティブな挑戦 ポジティブに挑戦しようとする気持ちが増しました

ポジティブな態度 少しポジティブになった

人と協力し合って勝利する楽しさを知りました

人と協力する

協調性

自分の強みである勇敢さが友だちに自分から話しかけたりすることで成長した

他人に自分から話しかけることができた

積極的に初対面の人に話しかけに行けたり、

コミュニケーション能力が少し上がりました。

コミュニケーションの大切さを学び
コミュニケーションが苦手だったけど人とかかわる楽しさがわかり、取ろうとする
ことができるようになりました
人見知りだけどペアとかを組むたびに自然といろんな人と距離なく、はなした
りできていた

たくさんの人と話せた

元々人見知りだった性格が試合でペアになったり、対戦相手になったりして
たくさんの人と話せるようになった

知り合いが一人しかいないところからたくさんの人と知り合い仲良くなったこと
ができた

試合的に不利であっても常に相手をみて得点しようとしていた

周りを注意深く見れるようになった

自分の強みを理解したうえで

自分の知らなかった長所を知り

それを活かし行動をすることを意識することで成長できたと思う

それを活かせるようになった

価値志向 価値を目指す人間性 どんよくに価値を目指せる人間性を得ることができた

自己効力感 自信 自分に自信が持てるようになった

目標に向かって頑張るようになった、目標を心がけて行動するようになった

高い目標を立てることで、それに向けて努力するので

毎回違う目標を立てたことで授業でその目標を達成しよう

技術が自然と上がりました

技術が特に成長した

注）　40人中29件で38個の内容

技術向上

  表4.　挑戦的課題達成型授業による心理的自己成長の自由記述の内容分析（KJ法）

感謝の表出感謝

強み・長所の
理解と活用

忍耐力

その他の
心理的側面

目標設定と
技術向上

運動技能的側面

コミュニケーション
スキルの向上

協力と協調

勇気

慎重さ

強み・長所の理解

強み・長所の活用

ポジティブな特性

目標設定と達成行動

諦めない

全力投球熱意

他者への注意

積極的対話

人間関係の醸成

チームワーク

表 4.　挑戦的課題達成型授業による心理的自己成長の自由記述の内容分析（KJ 法）

考　察

　本研究は目標設定法とポジティブ心理学介入（うまくいったことエクササイズと強みの活
用）を用いた挑戦的課題達成型のバドミントン授業において , 体育授業による主観的恩恵 ,
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気づき , 体育的ポジティブ徳性 , 一般的ポジティブ徳性の 4 つの心理的機能の変化と授業
評価から大学体育の教育的意義を明らかにすることを目的としたものである .

1.　心理的機能の変化

　主観的恩恵 , 気づき , 体育的ポジティブ徳性 , 一般的ポジティブ徳性の 4 つの心理的機
能における学期末の変化を調べたところ , 各心理的機能とも男女に関係なく尺度合計得点お
よびほとんどの下位尺度得点は顕著な増加を示した .
　主観的恩恵における「運動スキル・練習方法の習得」「協同プレーの価値理解とコミュニ
ケーション能力」「ストレス対処とポジティブ感情の喚起」「体力・身体活動の増強」の下位
尺度の肯定的変容は , 「挑戦的課題達成型体育授業」によって運動スキルの向上や他者との
コミュニケーションを促進し , ストレス解消となり, しかも体力や身体活動の増強をもたら
したことを意味する . これまで , 短期的・長期的な運動・スポーツに伴う心理的 , 社会的 ,  
身体的効果は多数報告されている（Netz, et al. , 2005）. よって , 週 1 回であっても運動・ス
ポーツを教材とする大学体育授業をとおして主観的恩恵が増加することは推測されることで
ある . 本研究で用いた主観的恩恵尺度（西田ら, 2016）の下位尺度の内容は大学体育の効果
に関する先行研究のレビューでも指摘されていることであり（橋本, 2012a）, 類似した結果
といえる .
　気づきでは , 「他者との交流」「自己」「ポジティブ感情」への気づきのすべての下位尺度
で学期末に肯定的な変容を示した.「他者との交流」の気づきの設問項目は, 他者との協力,
コミュニケーション, 信頼関係などの重要性への気づきであり, 「自己」への気づきは自分
自身 , 運動実施可能性 , 身体操作の範囲などへの気づきである . また「ポジティブ感情」
への気づきは , 気分高揚 , ストレス発散 , リラックス効果などといった運動によってもた
らされるポジティブな気分・感情に関する気づきの内容である . 本授業プログラムによっ
て , このような自己および他者に対する新たな気づきを促し , ポジティブ感情の醸成を促
したことが推察される .
　浦田（1994）は気づくということは「自分の外に存在する世界に対して気づくこと」と「選
択をしている自分自身の存在への気づき」があると述べている . これに当てはめれば , 「他
者との交流の重要性」への気づきや運動からもたらされる「ポジティブ感情」への気づきは前
者 , 「自己」への気づきは後者に相当する . また , 「気づきは人間の感性を土台にして生まれ
る（浦田 , 1994）」といわれることから , 「挑戦的課題達成型体育授業」で気づきの顕著な増
加をもたらしたということは , とりもなおさず感性をも育んだ可能性が考えられる . このこ
とから , 体育は音楽や美術と並んで感性教育の一端を担う教科目といえるだろう .
　ポジティブな徳性をみると , 体育的ポジティブ徳性では , 「正義」「超越性」「節度」「人
間性と愛」「勇気」「知識と知恵」, 一般的ポジティブ徳性では , 「正義」「超越性」「節度」
「知識と知恵」の美徳領域で学期末に顕著な増加を示した . 「正義」「超越性」「節度」「知識
と知恵」の増加は両尺度で共通しているが , 「勇気」と「人間性と愛」は体育授業版尺度の
み増加した . このように, 2 つのポジティブな徳性において肯定的な変容がみられたという
ことは , 徳目の向上を意味するわけで , 「挑戦的課題達成型体育授業」によって人間的な自
己成長を促したことを意味する .
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　両尺度で増加がみられた「正義」の設問内容は , チームワーク, 公平さ, リーダーシッ
プの強み・長所からなり, 「超越性」は審美心, 感謝, 希望, ユーモア, 精神性からなる. ま
た, 「節度」は自制心 , 慎重さ, 謙虚さ, 寛大さであり, 「知識と知恵」は好奇心 , 向学心 ,
判断力 , 創造性 , 大局観からなる . これらのポジティブな徳性のなかで , たとえばチーム
ワーク, リーダーシップ, 希望 , 自制心 , 慎重さ, 判断力など多くの強み・長所がスポー
ツ競技を行うときやパフォーマンスを発揮するときに必要とされる心理的な特理やスキルと
共通している . よって , 約 9 割の受講生が高校時代に運動部活動に所属した経験を有して
いることもあり , 挑戦的課題達成型のバドミントン授業は肯定的に受け止められ , ポジティ
ブな徳性が向上したものと推察される .
　また , 体育授業版のポジティブ徳性尺度で増加した「勇気」は勇敢さ , 忍耐力 , 誠実さ ,
熱意に関連し, 「人間性と愛」は親切心 , 愛情 , 社会的知能に関連する設問内容である . こ
れらの体育授業版の強み・長所は一般的な尺度より感度が高いといえるかもしれない . 従
来 , 運動・スポーツに対する態度研究では , 態度尺度の一般性と特殊性の問題が取り上げ
られ , 特殊性の尺度のほうが行動の予測力は高まることが論議されていたことと相通じる結
果であるといえる . これまで大学体育授業によるさまざまな心理社会的変数に及ぼす効果が
指摘されてきた（橋本, 2012a）が , そのなかにはコミュニケーションスキル（江川 , 2014；
西田・橋本・山本；2009；杉山； 2008）や社会的スキル（松本ら, 2016；西田・橋本, 2009； 
内田・橋本, 2016）など人間的な成長にかかわるものもある . しかし本研究では , 人間の普
遍的価値ともいえる強み・長所を意味するポジティブな徳性への効果を明らかにすることで
あり, 結果体育授業版と一般性のポジティブな徳性は男女とも顕著に向上した . このことは
大学体育が心理的な自己成長や人間形成に影響を与えていることを示唆している .
　また , 挑戦的課題達成型のバドミントン授業を受講して , 実際にどのような心理的成長
があったのかを自由記述で尋ねたところ , 抽出された 10 個の中カテゴリーの概念なかで ,
「感謝」「勇敢」「忍耐力」「熱意」「チームワーク」「慎重さ」の 6 個の概念はポジティブな徳
性と対応するものであった .
　このように , 「挑戦的課題達成型体育授業」で質的・量的な側面からみても , 多くのポジ
ティブな徳性は育まれ , 人間形成や人格形成に寄与する可能性は大いにあるといえる .

2.　授業プログラムの内容と評価

　「挑戦的課題達成型体育授業」で顕著な心理的機能の向上効果が認められたことは , 授業
プログラムとも関連すると考えられる . 本授業では , 技術指導をとおしてバドミントンに
親しむ態度を育み , 自己成長を図るためにさまざまな工夫がなされた . それらはホームワー
クを課す予習型授業 , 早い段階からハーフコートを用いたゲームの導入 , 授業記録ノート
を用いた挑戦的課題達成型の授業 , 目標設定法やポジティブ心理学介入法の導入 , 人間関
係の醸成のための工夫などであった .
　この挑戦的課題達成型のバドミントン授業に対する評価を目標設定授業の評価 , 授業記
録カードの有益性 , バドミントンの技術向上 , 心理的成長の有無の観点から調べたが , こ
れらの設問に対し心理的成長は 76.3% の者が , その他はほぼ全員が肯定的な回答をしてい
た . このことから , 本授業はきわめて好評であったことがうかがえる . また , 学生はホー
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ムワークとして課した課題レポートを毎回作成し, 授業記録ノートへの記載もしっかりと書
いていた . こういった学生の授業に取り組む積極的な態度も授業評価を高める要因となって
いたと推察される . さらには , 授業記録ノートは授業終了後に振り返りを書かせるのでは
なく , 後日提出の形をとったことで , 十分に振り返りの時間が取れたことも功を奏したも
のと思われる . なお , 本授業は予習型授業であり, 受講生らは毎週 A4 版サイズの用紙でレ
ポートを作成し, 授業に持参して練習のパートナー同士で情報的サポートを行った . このこ
とによって , 学生たちはあらかじめ何を授業で学び・実践するのかを知識として理解してお
り, 予習型授業は授業への動機づけともなったと考えられる .
　このような多様な仕掛けを用いた挑戦的課題達成型の授業プログラムであったが , その評
価はきわめて高かったといえる .

3.　「挑戦的課題達成型体育授業」と介入法

　気づきが体育授業の恩恵と体育的ポジティブ徳性を繋ぐ媒介変数となっていることが
明らかにされている（山﨑, 2019）が , 介入研究では媒介変数を操作することが重要とな
る . よって , 気づきを高めるには , 単にスポーツを楽しみ好意的な態度を形成するという
だけではなく, 個々人の挑戦する課題を明確に設定し, その課題を達成するという挑戦的な
課題達成型の授業を行うことで可能となると考えられる . 挑戦的な課題を達成させる授業
は , おそらく受講生にとっては新たな気づきや発見を生み出す可能性があり, 本研究で用い
られた目標設定法やポジティブ心理学介入は体育授業の教育成果を促す有効な行動変容技法
といえる .
　目標設定法では , 効果的な設定の仕方を示した SMART を用いて指導し, ポジティブ心理
学介入のうまくいったことモニタリングでは , なぜうまくいったかを自己分析させた . ま
た , 自己の強み・長所を授業で活かす目標設定も行わせた . このように目標を掲げさせる
だけでなく, どのようにしてそれを達成するか , またなぜ達成できたのかを振り返らせ ,
自己分析させていくことが重要となる .
　ポジティブ心理学では , ウェルビーイングの向上の重要な要素としてポジティブな感情 ,  
ポジティブな徳性 , ポジティブな制度があげられ , これらの研究が行われ , すでにさまざ
まなエクササイズも提示されている（ピーターソン / 宇野, 2012）. 今回週 1 回の運動・ス
ポーツでも一般的ポジティブ徳性をも高められるということは , 運動・スポーツがウェル
ビーイング向上のエクササイズの 1 つに加えることができるという意味で意義がある . こ
れまで運動・スポーツと心理的ウェルビーイングのポジティブな関係が報告されている
（Scully, et al., 1998）が , ポジティブ心理学におけるエクササイズの観点で論じられたもの
はない . ポジティブ心理学では , 運動・スポーツの効果も取り上げられてはいるが , 明確
なエビデンスは見当たらず , 本研究で明らかにしたように , 運動・スポーツによるポジティ
ブな徳性の強化のエビデンスを示すことができたことで , ウェルビーイング向上のエクササ
イズの 1 つに加えることができるかもしれない .
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まとめ

　従来の大学体育における体育学研究では , 運動・スポーツ特有の効果のみに着目し, 大学
体育の意義が論じられてきたが, 人間的な成長という視点が欠落していた . 大学体育の目
的に人間性や人格の形成にかかわる内容を掲げる大学は多いが, それを検証した研究は皆無
である. 根上（2012）は自己成長の体育授業プログラムづくりに重要な要素として , 価値 ,
魅力 , 挑戦・冒険を軸とする三元論的・相互干渉モデルを提示している . 今回は , 挑戦・
冒険のプログラム内容として挑戦的課題の達成という目標設定型の授業を展開した . このこ
とによって , 主観的恩恵や新たな気づきが顕著に増加し , 引いては体育場面と一般的なポ
ジティブな徳性を強化することができた .  

本研究の限界と今後の課題

　本研究では , 心理的機能の顕著な向上効果と高い授業評価が得られた . しかし, 1 つの授
業における pre-post 研究デザインであり, 非介入群が設定されていないので , 一般的なス
ポーツ種目型体育授業プログラムの効果の比較ができていない . 介入研究では , 非介入群
の設定は重要であるが , 同一種目を用いて , 同一の教員で非介入群を設定することは教員
の教育方針もあり, 非常に難しい . しかし, 非介入群を設定した実験デザインでの研究は
重要であり, 今後検討していく必要がある .
　また , 一般的ポジティブ徳性の尺度は , すでに公表されている 48 項目を用いたが , 本来
240 項目からなる尺度である. しかし , この 240 項目の尺度を用いて , 大学体育の教育成果
を調べることは困難である. よって , 今後は 24 個の各構成概念（10 項目ずつで構成）につ
いて, どのようにして一般体育の教育効果をみていくか, 検討する必要があると考えられる.
　このような方法論的課題を残していることは本研究の限界であり, 今後の課題としたい .  
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要　旨

　本研究は挑戦的課題達成型の体育授業による仮説的な自己成長モデルに準拠して , 心理的
機能の向上効果を調べることを目的としたものである . バドミントン授業を受講した男子
21 名 , 女子 19 名を対象に , 主観的恩恵（西田ら, 2016）, 気づき（山﨑, 2019）, 体育型ポ
ジティブ徳性（橋本, 2019）, 一般的ポジティブ徳性（セリグマン / 宇野, 2014）の尺度を用
いて心理的機能を学期の前後に測定した . ポジティブな徳性とは , 人間の強みや価値を意
味するもので , ポジティブ心理学における重要な研究課題の 1 つであり, 本研究ではこのポ
ジティブな徳性を体育授業の成果とした . 介入法として , 目標設定法とポジティブ心理学
介入を用いた . 結果 , 主観的恩恵が気づき , 体育的ポジティブ徳性 , 一般的ポジティブ徳
性の 4 つの心理的機能の有意な向上が学期末に明らかにされた . また , 肯定的な授業評価
（目標設定授業に対する評価と授業記録ノートの有益性）と自己評価（技術向上と心理的自
己成長）が認められた . さらには , 体育授業を受講しての心理的自己成長に関する自由記
述の内容分析から , 感謝 , 勇気 , 忍耐力 , 熱意 , チームワーク, 慎重さなどのポジティブ
な徳性に対応するカテゴリーが抽出された .
　以上の質的・量的データ分析の結果から , 「挑戦的課題達成型体育授業」は自己成長を促
すのに有効であることが示唆された .

〔付記〕
　本研究は日本学術振興会科学研究費補助金 , 基盤研究（B）「行動理論に基づく大学生の
自己成長を促す挑戦的課題達成型授業の開発とモデル構築」（研究社代表：橋本公雄 , 平成
28-30 年度）に対する JSPS 科研費 JP16H032227）を受けて行われたものである .
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